
磁化特性の測定 
 
磁性体には反磁性体、常磁性体、強磁性体がある。今、Mが磁化の強さ、μ０

は真空中の透磁率として、比透磁率μrの磁性材料が磁界Ｈの中に置かれると 
MHB += 0µ                                                     (9.6) 

となる。また、Ｂは 
HB r 0µµ=                                                       (9.7) 

なので、(9.6),(9.7)より 
MHHr += 00 µµµ                                                   (9.8) 

となる。両辺をＨで割ると 
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r += 00 µµµ                                                      (9.9) 

となる。ここで、磁化率χm=M/Hとすると 
mr χµµµµ +== 00                                                    (9.10) 

となる。 
 反磁性体ではχm<0であり、μｒは１より小さい。常磁性体ではχmは小
さく、χm>0である。強磁性体では、χmは非常に大きく、χm>0である。強磁
性体ではμrも非常に大きい。 
 このような磁性材料中において磁界の強さＨと磁束密度Ｂの関係を表わ
す曲線を磁化特性（Ｂ－Ｈ曲線）という。最初 B=H=0から徐々に磁界の強さ
を大きくしていったときの曲線を正規磁化曲線とよぶ。また、それ以降は同図
のように磁界の強さを上げていったときと、下げていったときの曲線は一致せ
ずにヒステリシスループを描く。 
 飽和状態から Hを減少させると Bは H=0でも Brなる磁束密度が残り、
Brを残留磁束密度と呼ぶ。また、Bを０にするには逆方向に Hcなる磁界を加え
ることが必要で、Hcを保持力という。 
初透磁率μ2は、正規磁化曲線の傾斜より 
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のように求め、最大透磁率μmは 
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のように正規磁化曲線の最後の傾斜より求める。 
 この B-H曲線は直流の場合も、交流の場合も描くことができる。直流の
場合は、ヒステリシスの面積から鉄心のヒステリシス損が、交流の場合はうず
電流損が求まる。 


